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研究開発項目 

１．Awareness AI の開発 
 
１．プログラムにおける位置づけ 

私たちは、他人の動作を見るだけで、たとえそれが
何気ない動作であっても、その人の情動や疲労度合
い、さらには年齢や体に抱える痛みまでもが推測で
きてしまいます。そんな場合でも、なぜそう思ったの
か、ということをきちんと説明することは難しく、
「そう感じるから」という以上のことを説明するこ
とはなかなかできないものです。 

このように相手の要するから状態を推定すること
は日常生活のなかで非常に重要な役割を果たしてい
ると言えるでしょう。私たちは無意識のうちにその
ような状態を感じ取る事が出来るからこそ、明示的
に言葉なでてすべてを伝えなくとも、周りとの円滑
なコミュニケーションが取れたり、必要なことを的
確に手助けしたりすることが可能になるのです。 

今後ロボットが私たちの社会の中に入りこみ、私
たち人と一緒に暮らしていくには、このような「空気
を読む」能力は必ず必要になってきます。ヒトと同じ
ように空気を読むAIを作ることはできないのでしょ
うか、まさに「空気を読むことができる AI を作る」
ことが、この研究開発項目に課せられた重要なミッ
ションです。 

人が空気を読めるのは、その人同士に暗黙の了解
というべき「共通するなにか」あるからだと考えられ
ています。この暗黙の了解は、文化や教養を背景とし
た知識的なもののこともありますが、そのようなも
のばかりではなく、運動の作り方、さらにはもっとこ
まかく、筋肉の使い方などのような、意識的にはよく
理解していないことも、無意識の中で共有している
と考えられます。 

この項目の 2022 年成果は、この空気を読む AI の
一端の開発に成功したことと言えます。 

 

２．研究開発の概要及び挑戦的な課題 
どのような形で、空気を読む AI が実現できたのでしょ

うか。私たちは、ヒトの歩行からそれを実現しました。最

初に述べた通り、私たちは人が歩いているところを見るだ

けで、「あの人疲れているな」とか「足が痛そうだな」など

のことが分かります。このようなことが分かる AI の開発

に成功しました。キーワードは「人らしさ」と「予測」で

す。 

 まず「人らしさ」について考えてみましょう。近年発達

した既存の AI を使うと、人と同じような骨格を持つロボ

ットに効率的な「動き方」を学習させることができます。

しかし、その動き方は人間の歩行とは似ても似つかないも

のになってしまうことが良くあります。 

もちろん私達も、一人ひとり歩き方は微妙に違うもので

す。しかし一般的な身体であれば、「右足と左足を交互に前

に出す」といったような抽象的な表現はほぼすべての人に

共通することになります。このような形でヒトの動きを抽

象化して、観察データを整える「人らしさフィルター」を

開発しました。 

様々な人の動きを計測し、「人らしさフィルター」を通す

ことで、動きの重要な要素を抜き出した情報を利用して機

械学習を行うことで、個々人の違いを消しつつ、歩行の特

徴力だけを抜き出す AI を構築することに成功しました。

その際、計測データの「少し先」を予測しながらその特徴

力を見つけるというアプローチが歩行の特徴量を抜き出す

ことに大いに貢献しています。この特徴は、股関節人工関

節を持つ患者のような、歩行に関連が強い疾患を的確に見

抜けることが分かってきました。 

 
３．今後の展開 
2022年に作り上げたAIは、人らしさを判断したうえで、

少し先を予測することで、歩行の特徴を的確に抽出するこ

とができるようになりました。このやり方は実は私たちの

脳が行っていることにとても近いのではないかと考えてい

ます。そのため、我々のアプローチが、なぜ的確に歩行の

特徴を見出す事が出来るのか、が分かってくれば私たちの

脳の働きの一端を解明することにつながるかもしれません。 

図１：計測データを抽象化することで、「人らしさ」を見出す事が

出来ます。 

図 2：「人らしさ」フィルダーを通すことで歩行の特徴量を抽出す

ることに成功した。 
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研究開発項目 

２．Awareness AI の応用 
 
１．プログラムにおける位置づけ 

「Awareness AI の開発」の説明で、私たちはほか
の人の動きを見て、情動や痛みなどが判断できると
いう話をしましたが、この能力を極めたのが、医師な
のです。整形外科医に言わせれば、診察室に入って自
分の前の椅子に座るまでが、正確な診察の勝負だ、よ
くおっしゃられます。それは、患者が自然に歩いてい
る様子を観察して、その人の疾患が何なのかを直観
的に感じることが何よりも大切であり、その感覚を
基に問診や検査を進めなければ、正しい診察はでき
ないそうです。そして、Awareness AI の開発で作ら
れた AI は、この感覚に極めて違いものが出力される
ようになりました。 

本項目は、そのような AI をどのように患者の治療
や健康維持といった具体的な応用に生かすのかを議
論していきます。2022 年は、脳・神経科学の議論を
徹底的に進め、このような AI を活かし、利用するに
はどういった情報を計測・抽出し、どういった入力を
ヒトに与えれば、これまで治療が難しかった疾患の
治療の可能性があるのか、フレイルのような知らず
知らずに進行する衰えを防ぐ事が出来るのかを検討
してきました。さらには、ヒトとロボットが共進化す
るとはどのように定義できるのか、を生物の進化の
特徴を踏まえたうえで、深めていきました。 
その上で、それを実現できるための計測施設の設置や、

一般の方とその有用性を議論する場の提供などを進めまし

た。 

 

２．研究開発の概要及び挑戦的な課題 
私たちは、自分には意識があると感じていますし、自分

のこと・周りのことをきちんと理解していると感じていま

す。しかし、私たちの意識に上ることは、全体の 10%もな

く、ほとんどを無意識の中で処理していることが分かって

きました。そして私たちの無意識は次の 3 つが大きな役割

であると考えることができます。 

１．周囲の環境や状態への適応 

２．環境情報の意味づけ 

３．意識的に処理する事象の決定 

さらに、このような無意識の処理は、脳深部のネットワ

ークコミュニケーションにより実現されていることも明ら

かになりつつあります。 

さらに、その脳深部への Direct path を持つ神経系は、

意識には直接上りにくい、弱く優しい入力。すなわち閾値

の低い感覚神経細胞を刺激することであることが分かって

きました。 

 それに加え、Unmet Medical Needs と呼ばれる現代の医

療技術では根本的な治療を施すことが難しい疾患のいくつ

かが、無意識を司る脳深部ネットワークの問題により起き

ている、言い方を変えるならば、私たちの無意識が作り出

している問題であると言えることが分かってきました。 

 そこで Awareness AI を利用し、かつ平田 PJ で開発され

ている「優しいロボット群(Robotic Nimbus)」を用いるこ

とで、慢性的な腰痛を緩和するシステムと、「失行」と呼ば

れる本来は動かせる能力があるにもかかわらず、うまく運

動を生成できない運動麻痺患者に適応し、その効果を実証

した。 

また、健常者のフレイル対策のため自然な動きの中から

問題点を見出す計測スペースである Awareness AI Lab を

イオンモール Nagoya Noritake Garden に設置するととも

に、月一度の市民公開講座を実施し、気づきの重要性の講

演会を様々な角度から実施しました。 
 
３．今後の展開 

今後は、Robotic Nimbus を利用した Unmet Medical Needs

の実証を本格化させるとともに、イオンモールと協力しな

がらショッピングモールでの自然な動きを取得しながらそ

の問題点を見つけるシステムの構築を実施していきます。 

図 1：福田 PD の腰痛緩和ロボットシステム 筋活動や骨格の動き

を可視化しながら、優しい入力を加えることで、慢性腰痛の改善

を試みました。 

図 2：イオンモールに設置した Awareness AI Lab 

図 3：イオンモールでの市民公開講座の様子 
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研究開発項目 

３．Awareness AI の社会実装 
 
１．プログラムにおける位置づけ 

「Awareness AI の開発」や「Awareness AI の応用」
で作られるシステムを、実際に社会実装していくに
はどうしたら良いのでしょうか。そしてその結果と
してつくられる、ロボットと共存していく社会とは
私たちにどのような恩恵をもたらしてくれるのでし
ょうか。本研究開発項目は、そのような問題を実際に
開発している私たちのシステムを用いて検討。実証
していくことを大きな目的としています。 

特に、我々の目指している「気づき」の管理は、そ
の評価が特に難しいものです。「Awareness AI の応用」
の中でも述べた通り、脳深部で起きる無意識下での
変化が気づきを引き起こす主な対象であるため、意
識的に感じる変化が、実際の変化とは必ずしも一致
しません。また、「Awareness AI の開発」の研究開発
項目でも議論した、空気を読むといった能力は、意識
ではよく理解できないものに、一定の論理性を与え
る手法であるとも言えます。 

したがって、意識では感じられない変化をどのよ
うに評価し、どのような形で実装していくべきなの
かは、従来の人間工学的・心理学的な評価方法を越え
て検討していかなければならない問題です。それに
加えて、その変化は対象者が「潜在的に望むもの」で
なければならず、望む方向に主体的な変化を促すこ
とが最終的な目的となります。そのためには、アンケ
ートのような形で対象者の変化を確認するのではな
く、本人は明示的には感じていない生体信号や行動
の変化から評価しつつ、適切な気づきを促していく
ということを行っていかなければならないのです。 

2022 年は、他の研究開発項目と連携しながら、運
動麻痺や疼痛といった変化の定義がしやすく、かつ
臨むべき方向も、疼痛の改善や運動麻痺の低減とい
ったように、比較的分かりやすい疾患患者を対象に、

生体信号・行動の変化の評価方法を確立し、効果的な
介入方法についての検討を進めました。  

 

２．研究開発の概要及び挑戦的な課題 
他の項目でも述べた通り、私たちの日常的で自然な歩行

には、様々な情報が含まれています。「Awareness AI の
応用」の研究開発項目で設置した Awareness AI Lab
には、複数台のカメラで撮影することで歩行の詳細
を計測できますが、多くの人を計測することは困難
です。それに対し、多くの人の方向を同時に計測する
には、インソールのような足底圧を測る方法があり
ます。歩行中地面に接するのは足裏のみです。したが
って足裏にかかる力を計測することで歩行の特徴が
比較的簡単に良く分かるのです。 我々は図 1 に示す歩

行計測システムを構築し、健常者 500 人以上の計測から、

変形性膝関節症のような変更被害をもたらす歩行へのなり

やすさ、を定量化することができるようになりました。 

また図２に示す通り、慢性的な腰痛患者に Robotic 

Nimbus を用いて介入することで、歩行の軌跡が「まっすぐ

になる」という結果も見られました。意識としては、「体が

軽くなった」といった感覚でしたが、行動としてもしっか

りとその成果が表れていることが確認されました。これに

より、極めて抽象的な体が軽くなったという表現を、工学

的に定量化できるようになりました。 

 
３．今後の展開 
今後は、「なりたい自分」を実現するための評価・介入方

法の検討を深めていく予定です。健康維持をするためであ

っても、「健康のために歩きましょう」と言われると、やる

気がなくなります。これを Reactance Theory と呼びます

が、勉強しなさい、と言われると勉強したくなくなるのと

同じです。それに対し、内的報酬という考え方があります。

いわば、本能的に得られるうれしさです。それを満足させ

ることが、継続的に介入を続ける最も重要な点であり、そ

れが可能なシステムを開発していきます。  

図１：簡易な歩行計測システムの概念図、10m 歩行するだけで、健

康状態が分かる AI システムを開発しました。 

 
 

図 2：Awareness AI の応用で実施した実験において、無意識のう

ちに歩行が改善されることが確認されました。 

 


